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主な内容

■pick up おらどこの文化財
■新型コロナワクチン接種案内
■さかえ倶楽部スキー場情報
■各種お知らせ
■教育委員会報
■北信広域連合広報紙『ふるさと北信濃2022冬号』
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・・・・・Ｐ20－23

　11月23日㈬、栄村かたくりホールでフルートと
ピアノによるクラシックコンサートが行われまし
た。ホール内は美しい音色に包まれました。
　「お話しの会」の朗読、小滝地区ハーモニカと
の共演。栄村歌の演奏で芸術・文化に触れる素敵
なステージとなりました。

「芸術・文化の秋！
　　　田んぼと平和に生きる音楽会」

令和４年

第469号
12月号

広　報広　報



（2）広 報 さ か え令和４年12月１日

お
ら
ど
こ
の
文
化
財

担
当
／
教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
係

pick
up

★
文
化
財
と
は

　

先
人
の
道
具
・
習
慣
が
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
カ
タ
チ
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
風
土
を
表
現
し
ま
す
。
栄
村
に
は
長
野
県
選
択
無
形
文
化
財
が

２
件
、
県
指
定
文
化
財
が
２
件
、
村
指
定
文
化
財
が
11
件
あ
り
ま
す
。
文
化
財
の
種
類
は
、

史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
、
建
物
、
催
事
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

★
文
化
財
保
全
に
関
す
る
取
組

◎
ひ
ん
ご
遺
跡
敷
石
住
居
跡
復
元

　

令
和
3
年
度
に
栄
村
歴
史
文
化
館
こ
ら
っ
せ
に
復
元
し
た
ひ
ん
ご
遺
跡
敷
石
住
居
跡
。

ひ
ん
ご
復
元
隊
に
よ
る
継
続
的
な
手
入
れ
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
復
元
隊
の
協

力
に
よ
り
、
当
時
発
掘
指
導
員
と
し
て
携
わ
っ
た
谷
和
隆
氏
を
招
き
講
演
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
文
化
財
を
通
し
て
地
域
の
仲
間
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。

◎
地
域
で
守
ら
れ
て
い
る
史
跡

　

中
世
の
山
城
の
整
備
が
住
民
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
関

心
の
輪
が
広
ま
っ
て
い
て
、
小
箕
作
に
あ
る
城
坂
城
で
は
箕
作
生
産
森
林
組
合
が
中
心
と

な
り
、
草
刈
り
、
立
ち
木
の
伐
採
を
実
施
し
、
山
頂
の
平
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
１
月
に
村
指
定
史
跡
と
な
っ
た
月
岡
の
仙
当
城
で
も
継
続
的
な
整

備
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
村
で
は
文
化
財
看
板
を
更
新
し
ま
し
た
。
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク

や
子
ど
も
た
ち
の
郷
土
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

★おらどこの文化財★

種　別 名　　称

栄村宝

栄村箕作島田氏古文書　229点

北野神社鰐
わに

口
ぐち

尖頭器（石槍）　36点
黒駒太子画像・聖徳太子孝養像
長瀬新田遺跡出土火焔型土器
瑞花双鳥八陵鏡
ひんご遺跡出土品　1,070点

栄村史跡
仙当城跡
一字一石経塚
内池館跡

栄村天然記念物 ユモトマユミ

長野県宝 阿部家住宅
長野県
無形民俗文化財 箕作の道陸神祭り

長野県
選択無形文化財

下水内郡栄村秋山地方の口語伝承
秋山郷の焼畑耕作
早蕎麦

〈
ひ
ん
ご
遺
跡
敷
石
住
居
跡
の

整
備
〉

〈
仙
当
城
の
堀
〉

〈
有
志
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

城
坂
城
へ
つ
づ
く
道
〉
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★
お
ら
ど
こ
の
天
然
記
念
物

　

天
然
記
念
物
と
は
、
学
術
上
貴
重
で
我
が
国
の
自
然
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
て
指
定

さ
れ
た
動
物
、
植
物
、
地
質
、
鉱
物
な
ど
を
指
し
ま
す
。
国
、
県
、
市
町
村
を
あ
げ
て
守

る
べ
き
宝
で
す
。
本
村
に
は
国
、
県
、
村
が
指
定
す
る
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。

◎
カ
モ
シ
カ

　

国
の
特
別
指
定
天
然
記
念
物
で
す
。
秋
山
地
域
を
は
じ
め
村
内

各
地
域
で
も
頻
繁
に
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
な
ぜ
カ
モ
シ
カ
が
国

の
特
別
指
定
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
猟
銃
を
用
い
た
狩
猟
の
普

及
に
よ
り
頭
数
が
激
減
し
た
こ
と
に
背
景
が
あ
り
ま
す
。
天
然
記

念
物
に
指
定
し
保
護
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
頭
数
は
回
復
し
現
在

は
数
が
増
え
す
ぎ
て
い
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
す
。

◎
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　

県
の
天
然
記
念
物
で
あ
り
、
村
の
鳥
で
す
。
毎
年
5
月
上
旬
に

繁
殖
の
た
め
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
飛
来
し
ま
す
。
村
で
は
30
年
近
く

保
全
活
動
と
し
て
巣
箱
の
掃
除
・
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
11
つ
が
い
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
青
色
の
綺
麗
な
翼
と

は
う
ら
は
ら
に
鳴
き
声
は
「
ゲ
、
ゲ
、
ゲ
」
と
独
特
な
響
き
で
す
。

ま
た
今
年
6
月
に
、
負
傷
し
た
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
住
民
に
よ
り
保

護
さ
れ
ま
し
た
。
動
物
病
院
に
て
治
療
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
自

然
界
に
再
び
帰
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
固
体
は
、
は
く
製
と
し
て
教
育
委

員
会
事
務
局
前
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
お
立
ち
よ
り
の
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ユ
モ
ト
マ
ユ
ミ

　

村
指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。樹
齢
2
0
0
年
を
超
え
る
樹
木
。

秋
山
保
存
民
家
の
近
辺
に
あ
り
ま
す
。
ユ
モ
ト
の
由
来
は
箱
根
湯

本
か
ら
、
マ
ユ
ミ
は
、
ニ
シ
キ
ギ
科
の
木
本
で
、
材
質
が
緻
密
で

粘
り
が
あ
り
、
弓
の
素
材
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
由
来
す
る
よ
う
で

す
。
小
赤
沢
に
は
他
に
も
、
カ
ツ
ラ
の
母
神
と
呼
ば
れ
る
巨
木
が

あ
り
ま
す
。
猟
に
出
る
と
き
カ
ツ
ラ
母
神
の
前
で
無
事
に
猟
が
で

き
る
よ
う
に
祈
り
を
捧
げ
て
い
た
風
習
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
人
の
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
っ
て
き
て
い
る
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。

★
文
化
財
保
全
の
課
題

◎　

栄
村
に
は
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
今
も
そ
の
佇た
た
ず

ま

い
を
残
し
て
い
る
建
築
物
が
あ
り
ま
す
。
秋
山
保
存
民

家
や
県
宝
阿
部
家
住
宅
で
す
。
人
に
よ
る
管
理
が
あ
っ

て
こ
そ
今
の
状
態
を
維
持
し
て
い
ら
れ
ま
す
が
、
人
口

減
少
や
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
文
化
財
の
維
持
管
理
が

喫
緊
の
課
題
で
す
。
歴
史
的
建
造
物
を
修
理
す
る
職
人

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う

に
残
す
か
と
い
う
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
産
品
、
工
芸
品
は
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
る

も
の
で
す
。
文
化
財
は
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。

い
つ
ま
で
も
語
り
継
が
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で

す
。
昔
は
当
た
り
前
に
あ
っ
た
も
の
、
今
は
見
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
も
の
等
皆
さ
ん
の
周
り
に
あ
り
ま
せ
ん

か
？
情
報
技
術
や
自
動
化
が
加
速
し
便
利
な
世
の
中
に

な
り
、あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
が
省
略
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

時
に
は
昔
を
振
り
返
り
先
人
が
築
い
た
知
恵
に
触
れ
る

こ
と
で
文
化
財
の
醍
醐
味
を
味
わ
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
文
化
財
は
先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
暮
ら

し
を
読
み
解
く
物
。
歴
史
を
学
ぶ
ツ
ー
ル
。
み
な
さ
ん

の
普
段
の
暮
ら
し
は
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
暮

ら
し
で
す
。
な
ぜ
文
化

財
を
大
事
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
。
そ
れ

は
、
こ
の
村
の
歩
み
や

営
み
そ
の
も
の
を
示
し

て
い
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
を
ず
っ
と
大
切
に
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

文
化
財
を
守
っ
て
い
く

こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

尖頭器内池館跡

長瀬新田遺跡出土火焔型土器

県宝阿部家住宅
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問合せ先 暮らしと健康の相談窓口（民生課　健康支援係内）
☎0269-87-3020（直通）

　栄村では、新型コロナウイルスの重症化予防、感染予防、発症予防を目的として、新型コロナワクチ
ンの追加接種（オミクロン株対応）を下記のとおり実施します。
　対象となる方には臨時接種券、予診票等の必要書類を発送しておりますので、お手元に届きましたら、
ご自分の接種日時をご確認ください。
　高齢者の皆さんには安全かつ円滑に接種を受けていただくために送迎バスを運行します。

対象となる方 ※以下を全て満たす方

使用するワクチン

接 種 回 数

ファイザー社製　オミクロン株対応２価ワクチン

１回

①　初回接種（１、２回目）が完了した１２歳以上の方
②　前回の接種から３カ月が経過した方

日程・会場 ※予約は必要ありません

接　種　日 会　　場 対 象 地 区　（目　安）
１ 12月９日㈮ かたくりホール 泉平、月岡、箕作、野田沢、大久保、天地
２ 12月10日㈯ かたくりホール 森、青倉、小滝、五宝木
３ 12月15日㈭ 秋 山 支 所 小赤沢、屋敷、上野原、和山、切明

４ 12月16日㈮ かたくりホール 雪坪、志久見、柳在家、切欠、長瀬、原向、笹原、当部、
天代、坪野、北野、中野、極野

５ 12月17日㈯ かたくりホール 白鳥、平滝、横倉

接種対象者で以下に該当される方は、お手数ですが下記までご連絡ください。

◦他市町村から栄村に転入された方で接種券等がお手元に届かない方
◦60歳以上の方で４回目の追加接種が未接種の方
◦都合により、１１月の集団接種ができなかった方

新型コロナワクチン追加接種（オミクロン株対応）のお知らせ

新型コロナウイルスに感染したことのある方のワクチン接種について
オミクロン株対応２価ワクチンによる追加接種については、感染からの期間にかかわらずワクチンを接種するこ
とができます。（従来の１価ワクチンは、体調が回復してから、暫定的に３か月を一つの目安としています。）

接種券が届いた方で接種を希望しない方はご連絡ください
接種は強制ではありません。接種を希望しない方や職場等で接種済みの方は、有効にワクチンを使用するため下
記までご連絡をお願いします。

インフルエンザワクチンとの同時接種について
新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンは、同時に、または前後で間隔を空けずに接種することが可能で
す。インフルエンザワクチン以外のワクチンは、新型コロナワクチンと同時に接種できません。互いに、片方の
ワクチンを受けてから２週間以上空けて接種してください。
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療養期間（全員の方）
〈少しでも症状の出た方〉　発症日（症状が出た日）から７日間経過し、かつ、症状軽快後24時間経過した場合は、８
日目に解除になります。　※10日間が経過するまで、感染リスクが残存することから感染対策を徹底してください。
〈症状が出たことのない方〉　陽性確定に係る検体採取日から７日間経過した場合は８日目に解除となります。

陽性者と同居している方
　待機期間は、陽性者と最後に接触した日または感染対策を取り始めた日のいずれか遅い方を０日目と数え、５
日目までです。７日間が経過するまでは、毎日体温測定を行い、健康観察を実施してください。

発熱症状がある方が、栄村診療所を受診される際は
　発熱やせき、喉の痛みなどの症状がある方は、診療所へお
越しいただく前に、まず栄村診療所へ電話でご相談ください。
　その際に症状などをお聞きし、受診の仕方など必要なご案
内をさせていただきます。
　また、発熱症状専用外来として、熱や風邪症状のある方の
診察を、右記のとおり行っています。午後の通常診療は午後
３時以降からとなります。

発熱等の症状がある方の対応について
新型コロナ感染症流行下、以下を参考に冷静に対応してください。

どうすればよいか
相談先に困った方

・症状が重い
・重症化リスクが高い軽症かつ重症化リスクが低い

自宅で療養
症状が続く場合は医療機関
を受診（できるだけ平日の
日中に受診）

WEB申請
陽性者登録する
自宅療養

入　院
・入院期間は症状の経過を
踏まえ、医師が判断する

自宅療養
・健康状況により、健康観
察を行う

医師等の指示を
仰ぐ

暮らしと健康の相談窓口
☎８７－３０２０

発熱などの
症状のある方

できるだけ抗原検査キットによる
自己検査をお願いします

検査結果が
陰性の方 陽性の方

かかりつけ医等地域の身近な医療機関に
電話で相談して受診

検査結果が
陰性の方陽性の方

当てはまる 当てはまらない

一定の要件（※）
・医療機関の受診や薬の処方が不要である等

発熱症状専用外来のご案内

●診 療 日：月曜日～木曜日
●受付時間：午後１時30分～午後２時30分
●電　　話：0269-87-3306（栄村診療所）
※休日や夜間などで相談先に困った場合は、受診相談

センターである北信保健所（電話0269-67-0249）
へお電話をお願いします。
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津南地域衛生施設組合財政事情公表

ごみ処理業務
◆ごみの量
◇総搬入量　4,013ｔ（内栄村　513ｔ）
　前年度比　2.3％の減
○内訳
　 燃えるごみ　　　　　　　　3,305ｔ
　 資 源 ご み　　　　　　　　136ｔ
　 空 ビ ン　　　　　　　　111ｔ
　 空　　　缶　　　　 　　　　 　48ｔ
　 埋め立てごみ　　　　 　　　 　65ｔ
　 古　　　紙　　　　　　　　　326ｔ
　 ペットボトル・白色トレイ　　22ｔ
　１人あたりの排出量　　　　377kg ／年
　１世帯あたりの排出量　　　944kg ／年

◆ごみ処理の経費
　ごみ１ｔあたりの処理経費　27,900円
　※公債費・工事費を除く
　１人あたりの処理経費　　13,187円／年
　１世帯あたりの処理経費　33,844円／年

◆最終処分場埋立実績
　令和２年度埋立量　814㎥
　最終処分場残容量　19,753㎥

斎場業務
◆年間利用実績　277件（内栄村　40件）

◆斎場の経費
　火葬１件あたりの経費　75,360円
　※公債費・工事費を除く

し尿処理業務
◆し尿の量
◇総搬入量　　3,280㎘（内栄村　1,244㎘）
　前年度対比　２％の減
○内訳
　し尿搬入量　1,291㎘（内栄村　325㎘）
　浄化槽汚泥搬入量　1,989㎘（内栄村　919㎘）

◆し尿処理の経費
　し尿、浄化槽汚泥１㎘あたりの処理経費
 18,600円

　栄村・津南町・十日町市（旧中里村・旧松之山町の区域）の３市町村で構成し、火葬・ごみ・し尿等
の共同処理を行っている『津南地域衛生施設組合』の令和３年度の一般会計決算について概要をお知ら
せします。

議会費　0.06%

し尿処理場の
施設維持管理費等

議会運営費

組合全体の一般管理費、
監査委員費及び基金積立金等

斎場の施設維持管理費等

ごみ・し尿処理場等の
全体の総務的経費等

ごみ処理場の
施設維持管理費等

最終処分場の
施設維持
管理費等

ごみ処理・
し尿汲取・
許可申請手数料

令和３年度の
繰越金

土地貸付料
利子積立等

くず鉄、古紙等
リサイクル品の売却等

使用料
及び手数料
8.47%

津南町
8.89%

栄村
4.30%

関係市町村
の負担金

繰入金
5.79%

十日町市
2.75%

使用料
5.61%

繰越金
10.00％

津南町
46.01%

栄村
10.48%

手数料　2.86%

諸収入
3.30%

財産収入　0.01%

総務費
11.40% 斎場費

6.26%

塵芥処理費
40.28%

最終
処分場費
5.52%

し尿処理費
35.12% 清掃総務費

1.36%

組合費
　5
9.
24
％

歳　入
282,408千円

歳　出
250,573千円

○歳入 318,354千円 － 歳出 290,817千円＝27,537千円は次年度繰越
○財政調整基金残高　66,411千円（前年度から3,598千円増）

衛生費　88.54％

財政調整基金
からの繰入金

組合債
13.19%

斎場・ごみ・し尿処理場
使用料

令和３年度　歳入歳出決算

　ごみ・し尿処理等についてのお問い合わせ
は、津南地域衛生施設組合へお願いします。
☎０２５－７６５－３４９５
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さかえ倶楽部スキー場（商工観光課）
☎０２６９－８７－３３５５

●今シーズンのオープンは１２月１７日㈯です！
 シーズン中は令和５年３月２８日㈫まで、年末年始を含め、無休でリフト、レストランの営業を行います。新
型コロナウイルス感染症等の対策をしっかり行い、村民の皆様のご利用をお待ちしております。

【お得情報　その１】  
・全戸配布する村民割引券で、リフト１日券・レンタルセットなどが1,000円
　OFF。親戚・ご友人等もご利用できます。

【お得情報　その２】
・今シーズンから村民シーズン券がさらにお得！シーズン券で何回も滑ろう！
・高校生 ➡ 5，000円（小中学生は無料）　　・大　人 ➡ 8，000円

【お得情報　その３】
・高校を卒業した皆さん→「雪マジ１９」（１９歳リフト無料）
・20歳の皆さん→「雪マジ２０」（２０歳リフト半額）
　雪マジの利用は、インターネットで事前に登録する必要がありますのでお忘
れなく。雪マジ１９は、さかえ倶楽部スキー場を含む全国１６０ケ所以上のスキー場
で利用できますので、ぜひご活用ください。
　今シーズン雪マジ１９の対象者は、平成１５年４月２日～平成１６年４月１日生ま
れの方で、雪マジ２０の対象者は平成１４年４月２日～平成１５年４月１日生まれの
方となります。

◇年末年始の各施設等の業務◇
役 場 12月29日㈭～1月３日㈫まで休業

※役場は日直がいますので各種届出の受領は可能ですが、証明書等の発行はできません。

秋山支所（小赤沢郵便局） 12月29日㈭～1月３日㈫まで休業　※小赤沢郵便局は12/29、30通常営業
診療所（内科・歯科） 12月29日㈭～1月３日㈫まで休業
老人福祉センター（長瀬） 12月25日㈰～1月３日㈫まで休業
高齢者総合福祉センター 12月31日㈯～1月２日㈪まで休業
高齢者生きがいセンター 12月29日㈭～1月３日㈫まで休業
デ マ ン ド 交 通
（かたくり号）

12月29・30日、1月２日は土日・祝日ダイヤ
※12月31日、1月1日運休　1月２日の予約は12月30日までにお願いします。

◇津南地域衛生施設組合の年末年始の開業日について◇
【ごみ処理業務】　年末年始のごみの持ち込み（直接搬入）は、次のとおりです。
▪12月28日㈬まで平常開業
▪12月29日㈭年末開業日　午前８時45分から正午まで、午後１時から午後４時45分まで
▪12月30日㈮年末開業日　午前８時45分から正午まで、午後１時から午後４時45分まで
▪12月31日㈯から１月3日㈫　休業　　▪１月４日㈬から平常開業

【し尿処理業務】　し尿の汲み取り作業は、次のとおりです。
▪12月28日㈬まで平常業務　　▪12月29日㈭～１月3日㈫まで休業　　▪１月４日㈬から平常業務

【火葬業務】　津南斎場は、次のとおりです。
▪12月30日㈮まで平常業務　　▪12月31日㈯　午前のみ業務　　
▪12月31日㈯午後～１月2日㈪まで休業　　▪１月3日㈫から平常業務

問合せ先 津南町津南衛生施設組合 ☎025-765-3495 ※12月31日～１月3日は電話対応は
できませんのでご了承ください。

さかえ倶楽部スキー場２0２２-２0２3  シーズン情報

問合せ先
雪マジ20雪マジ19スキー場HP

リニューアル

しました!!
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◆除雪機を使用する際は、使用者の責任において、正しい操作で安全に作業し
ましょう。

①除雪作業中は、まわりに人を近づけないようにしましょう！
②雪詰まりを取り除くときはエンジンを停止し、必ず雪かき棒を使いましょう！
③除雪機から離れるときは必ずエンジンを停止してください！

◆屋根の雪下ろしを行うとき
①転落事故や屋根雪の下敷きにならないように十分に注意して作業しましょう！
②ヘルメットを被ったり、命綱を付けたりして安全を確保しましょう！

冬
期
間
、
村
で
は
生
活
道
路
の
交
通
確
保
の
た
め
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

降
雪
中
や
夜
間
の
作
業
は
視
界
も
悪
く

路
上
駐
車
は
大
変
危
険
で
す
。
ま
た
、
駐

車
さ
れ
て
い
る
部
分
の
除
雪
が
で
き
ず
、

交
通
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
路
上

駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
と
大
変
危

険
で
す
。
車
間
距
離
を
十
分
に
と
り
、
30

ｍ
以
内
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
止
ま
っ
て
い
る
除
雪
車
に
も
近
づ
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
出
入
口
に
溜
ま
っ
た
雪
は
、
各

家
庭
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す

　

除
雪
作
業
は
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
行

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
住
宅
の
出

入
り
口
付
近
な
ど
に
溜
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
雪
は
各
家
庭

で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
ず
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を

外
し
、
水
路
へ
雪
を
流
す
場
合
は
、
除
雪

後
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
付
い
た
雪
を
落
と

し
て
、
路
面
よ
り
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に

戻
し
て
く
だ
さ
い
。

④
夕
方
の
降
雪
は
、
翌
日
の
早
朝

除
雪
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

午
後
3
時
以
降
に
降
雪
が
15
㎝
以
上
あ

っ
た
場
合
で
も
、
翌
朝
の
除
雪
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
積
雪
の
状
況
で
除
雪
作
業
が
遅

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

降
雪
時
間
、積
雪
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、

除
雪
作
業
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑥
昼
間
は
消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出

な
い
時
間
帯
が
あ
り
ま
す

　

午
前
10
時
～
11
時
と
午
後
2
時
～
3
時

の
2
時
間
は
、
タ
イ
マ
ー
の
設
定
に
よ
り

消
雪
パ
イ
プ
の
水
が
出
な
く
な
り
ま
す
。

⑦
役
場
駐
車
場
に
夜
間
の
駐
車
は

出
来
ま
せ
ん

　

役
場
駐
車
場
は
、
役
場
に
用
事
の
あ
る

歩行除雪機による事故・雪下ろし中の事故を防ぎましょう除
雪
作
業
は

降
雪
15
㎝
以
上
が

目
安
で
す
!!

道
路
除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
担
当
：
建
設
課
　
建
設
事
業
係
）

方
以
外
の
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
夜
間
・
早
朝
は
除
雪
作
業
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
降
雪
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
、
駐
車
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

⑧
屋
根
雪
等
を
道
路
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
遅
れ
や
緊
急
車
両
の
通
行

に
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
屋
根
雪
や
家

周
り
の
雪
を
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
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　冬期間は、ちょっとしたことで水道管が凍結し破裂する事故が多くなる季節です。
　凍結予防として、次の３点をご確認ください。

　また、事故が宅内で発生した際にすぐに止水できる
ように量水器の周辺を除雪し量水器の上には物を置か
ないようにしましょう。　
　道路から水らしきものが湧いているなど異変を感じ
たら、お手数でもご連絡をお願いします。

冬期における水道の取り扱いについて

①凍結が心配な箇所は、電熱線を巻く。

②家を長期空けるときは、不凍栓でしっかり水を抜く。

③不凍栓がない場合は、量水器（メーター器）の止水バルブを閉め、宅内外の蛇
口を全て全開にする。併せて、温水器具などの水抜きを行う。
※不凍栓がない場合、宅内配管の水は完全に抜けないため、宅内などで凍結することがあります。

一定規模以上の土砂等の盛土等に許可が必要なります
【長野県土砂等の盛土等の規制に関する条例】

　盛土等による土砂等の崩落等による災害の
発生を防止するため、「長野県土砂等の盛土
等の規制に関する条例」が制定されました。
この条例により、令和５年１月１日以降に行
う一定規模以上の盛土等については、原則、
県の許可が必要になります。

◇主な規制項目

・面積が3,000平方メートル以上または高さ
が５ｍ以上の土砂等の盛土等を行う場合に
は県の許可が必要になります。

・県の許可を受けるにあたっては、周辺地域
の住民に許可申請の内容を周知する必要が
あります。

・土地の所有者の方は盛土等の施工状況を定
期的に確認する必要があります。

・条例の規定に違反した場合は、罰則（最大
２年以下の懲役又は100万円以下の罰金）
が適用されることがあります。

◇手数料（１件あたりの金額）

　・新規の許可　　55,000円
　・変更の許可　　34,000円
　・譲受けの許可　34,000円

●問合せ先（平日 8:30~17:15）

長野県建設部砂防課調査管理係
Ｔ Ｅ Ｌ：026-235-7316
E-mail：sabo@pref.nagano.lg.jp

問合せ先 建設課　上下水道係　☎0269-87-3113
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申＝申し込み先 　問＝問合せ先 　予＝予約先

信
濃
中
野
法
人
会
か
ら

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た

　

11
月
1
日
に
、
一
般
社
団
法
人
信
濃

中
野
法
人
会
よ
り
寄
附
金
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
会
は
、
社
会
福
祉
の
向
上

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
毎
年
管
内
市
町

村
に
順
番
に
寄
附
を
行
っ
て
お
り
、
本

年
度
は
栄
村
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

【（左）信濃中野法人会小林会長・（右）同会廣瀬栄支部長】

Ｊ
Ａ
な
が
の
営
農
経
済

施
設
の
竣
工
（
移
転
）

に
つ
い
て

　

西
部
地
区
の
Ｊ
Ａ
な
が
の
営
農
経
済

施
設
（
栄
営
農
セ
ン
タ
ー
）
が
千
曲
川

堤
防
工
事
の
た
め
移
転
と
な
り
ま
し

た
。
令
和
４
年
10
月
25
日
、
移
転
先
の

施
設
が
完
成
し
、
竣
工
式
が
Ｊ
Ａ
職
員

及
び
関
係
者
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し

た
。
栄
村
か
ら
も
施
設
の
安
全
運
営
と

発
展
を
祈
念
し
桑
原
副
村
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

新
施
設
は
10
月
31
日
よ
り
営
業
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
の
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

〈
新
施
設
〉

　

木
造
２
階
建
て

　

床
面
積
１
９
７
．
０
８
㎡

　

１
階　
事
務
所
、
２
階　
会
議
室

問
　
農
政
課

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
３

移転先

↑
千
曲
川

石
澤
清
人
さ
ん
長
野
県

教
育
委
員
会
連
絡
協
議

会
表
彰
、
福
原
清
二
さ

ん
全
国
教
育
委
員
会
連

絡
協
議
会
表
彰
を
受
賞

　

長
年
に
わ
た
り
教
育
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
前
教
育
長
と
前
教
育
委
員
の
2

名
が
長
野
県
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

表
彰
と
全
国
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
澤
清
人
さ
ん
（
志
久
見
）
は
１
期

３
年
、
福
原
清
二
さ
ん
（
小
赤
沢
）
は

２
期
８
年
に
わ
た
り
在
職
を
頂
き
ま
し

た
。

福原清二さん 石澤清人さん
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栄
村
除
雪
機安全

講
習
会

　

歩
行
型
除
雪
機
に
係
る
事
故
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
、
除
雪
機
安
全
協
議

会
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
、
安
全
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。
歩
行
型
除
雪
機
の

使
用
に
慣
れ
て
い
る
方
も
、
こ
れ
か
ら

使
い
た
い
と
お
考
え
の
初
心
者
の
方

も
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

①　

12
月
17
日
㈯

　

時
間　

午
前
の
部
10
：
30
～
11
：
30

　
　
　
　

午
後
の
部
13
：
30
～
14
：
30

　

会
場　

栄
村
役
場
国
道
側
駐
車
場

②　

12
月
18
日
㈰

　

時
間　

10
：
30
～
11
：
30

　

会
場　

秋
山
支
所

　

詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
地
区
の
指
定
は
あ

り
ま
す
が
、
ご
都
合
の
つ
く
会
場
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。）

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

ゴ
ミ
を
出
す
際
の
お
願
い

　

各
地
区
に
設
置
し
て
い
る
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
、
次
の

点
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
ゴ
ミ
を
出
す
際
は
必
ず
記
名
を
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
名
前
の
書
か
れ

て
い
な
い
ゴ
ミ
は
収
集
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
収
集
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
ゴ
ミ
を
出
し
た
方
が
回

収
し
、
記
名
を
し
た
上
で
再
度
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
新
聞
、
段
ボ
ー
ル
、
本
等
の
古
紙
類

を
出
す
際
は
ヒ
モ
で
十
字
に
束
ね
て

く
だ
さ
い
。

・
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ゴ
ミ
を
出
す

の
は
、ゴ
ミ
収
集
日
の
日
の
朝
で
す
。

早
く
て
も
収
集
日
の
前
日
の
夕
方
に

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
数
日

前
か
ら
ゴ
ミ
を
出
す
と
ゴ
ミ
収
集
業

者
が
収
集
を
行
う
際
の
妨
げ
に
な
る

他
、生
ゴ
ミ
等
の
場
合
、害
獣
を
呼
び

寄
せ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

・
ゴ
ミ
の
出
し
方
の
詳
細
は
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
一
度
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
の
ご
案
内

　

国
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
等
の

価
格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所
得

世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
に
対

し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
を
支
給

し
ま
す
。
本
給
付
金
は
、
令
和
３
年
度

ま
た
は
４
年
度
に
住
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
１
世

帯
当
た
り
10
万
円
）
の
給
付
を
受
け
た

世
帯
に
つ
い
て
も
、
要
件
を
満
た
す
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
給
付
金
の
支
給
額

　

１
世
帯
当
た
り
５
万
円

■
給
付
金
の
支
給
時
期

　

令
和
４
年
12
月
下
旬
か
ら

■
支
給
対
象
世
帯

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
　

　

基
準
日
（
令
和
４
年
９
月
30
日
）
に

お
い
て
、
栄
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

世
帯
全
員
の
令
和
４
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
世
帯
。

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶

養
親
族
等
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

は
対
象
外
。

②
家
計
急
変
世
帯
　

　

予
期
せ
ず
令
和
４
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
家
計
が
急
変
し
、
令
和
４
年
度

分
の
住
民
税
均
等
割
が
課
さ
れ
て
い
る

世
帯
全
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
年
収
見
込
額

が
、
住
民
税
均
等
割
非
課
税
相
当
水
準

以
下
の
世
帯

■
申
請
方
法

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯

に
、「
支
給
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

ま
す
。

※
支
給
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
や
振

込
口
座
を
変
更
し
た
い
場
合
以
外

は
、
特
に
申
請
等
の
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
12
月
下
旬
か
ら
、
順

次
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

※
未
申
告
の
方
が
い
る
世
帯
に
は
「
申

請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

②
家
計
急
変
世
帯

　

申
請
が
必
要
で
す
。
お
電
話
に
て
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。「
申
請
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

「
振
り
込
め
詐
欺
」
や

　「
個
人
情
報
の
搾
取
」
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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第
74
回
人
権
週
間
特
設
相
談
所

償
却
資
産
は
申
告
が

必
要
で
す

令
和
５
年
１
月
か
ら
軽

自
動
車
関
係
シ
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

令
和
６
年
４
月
か
ら
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
は
人

権
週
間
で
す
。「
人
権
週
間
」
に
合
わ

せ
て
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
お
困
り
の
こ
と

や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

　

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

・
日
時　

令
和
４
年
12
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

・
場
所　

栄
村
役
場　

２
階
第
１
会
議
室

問
　
長
野
地
方
法
務
局　
飯
山
支
局　

　
　

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

２
３
０
２

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
土
地
や
家

屋
に
は
登
記
制
度
が
あ
り
、
課
税
対
象

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
償

却
資
産
に
は
登
記
制
度
が
な
い
た
め
、

所
有
者
に
よ
る
毎
年
の
申
告
が
法
律
に

よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
事

業
（
営
利
・
非
営
利
問
わ
な
い
）
で
使

う
償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と
同
様

に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
で
村
内
に

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
個

人
・
法
人
に
関
わ
ら
ず
確
定
申
告
と
は

別
に
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
限
：
令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

＊
償
却
資
産
と
は
＊

　

法
人
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所
有

す
る
土
地
・
家
屋
以
外
の
資
産
。

※
軽
自
動
車
税
の
対
象
は
対
象
外

問
　
総
務
課　

税
務
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

軽
O
S
S

　

軽
O
S
S
（
軽
自
動
車
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
）
で
新
車
購
入
時
の
軽
自

動
車
保
有
関
係
手
続
が
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
い
つ
で
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

※
二
輪
・
原
付
・
小
型
特
殊
は
対
象
外

で
す
。

軽
J
N
K
S

　

軽
J
N
K
S
（
軽
自
動
車
税
納
付
確

認
シ
ス
テ
ム
）
で
継
続
検
査
窓
口
で
の

納
税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
に
な

り
ま
す
。
対
象
は
軽
四
輪
、
軽
三
輪
の

軽
自
動
車
で
す
。

※
次
の
場
合
は
納
税
証
明
書
の
提
示
が

必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
納
付
し
た
ば
か
り
の
た
め
納
付
情
報

が
登
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合

・
中
古
車
の
購
入
直
後
の
場
合

・
転
出
し
た
直
後
の
場
合

・
過
去
の
未
納
が
あ
る
場
合

問
　
総
務
課　

税
務
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
１

　

相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
と
、
登
記
簿

で
持
ち
主
の
確
認
が
出
来
ず
、
災
害
の

復
興
事
業
や
取
引
が
進
め
ら
れ
な
い
な

ど
、
様
々
な
問
題
が
起
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
所
有
者
不
明
土
地
問

題
」
を
防
ぐ
た
め
相
続
登
記
の
義
務
化

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
長
野
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
６
１
１

栄村HP

栄村HP

法務省

長野法務局

年
末
の
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す
！

・
期
間
　
令
和
4
年
12
月
15
日
㈭
～

12
月
31
日
㈯

・
目
的
　
　

　

年
末
を
迎
え
、
夕
暮
れ
か
ら
夜
間
の

事
故
や
飲
酒
運
転
等
の
増
加
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
県
民
に
交
通
安

全
の
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

・
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

　
信
濃
路
は　

み
ん
な
の
笑
顔　

つ
な
ぐ
道

・
重
点
事
項
　
　

①
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
歩
行
者
事
故
の

防
止

②
高
齢
者
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
の
安
全
利
用
と
ル
ー
ル
遵
守

④
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転

の
根
絶

☆
毎
月
5
日
と
20
日
は
「
交
通
安
全
の

日
」
で
す

☆
4
の
つ
く
日
（
4
日
・
14
日
・
24
日
）

は
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
啓
発
の
日

で
す
。
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栄
村
戦
没
者
追
悼
式

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日

本
政
策
金
融
公
庫
）
の

ご
案
内

　

11
月
22
日
「
栄
村
戦
没
者
追
悼
式
」

を
挙
行
し
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
御

霊
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に

恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
栄
村
議
会
議
長
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
の
方
々
や
戦
没
者
遺
族
会

会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

村
長
の
式
辞
、
来
賓
の
追
悼
の
こ
と

ば
の
後
、
出
席
者
一
人
一
人
が
献
花
を

行
い
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
時
に
か
か

る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

・
融
資
額

　

お
子
さ
ま
1
人
あ
た
り
3
5
0
万
円

以
内

・
金
　
利

　

年
1
・
95
％　

固
定
金
利

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
1
・
55
％

　
　
（
令
和
4
年
11
月
1
日
現
在
）

・
返
済
期
間

　

18
年
以
内

　

詳
し
く
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
し
て
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
５
７
０
─

０
０
─

８
６
５
６

日本政策
金融公庫

令
和
５
年
度
「
平
和
の

礎
」
追
加
刻
銘
等
の
実

施
に
つ
い
て

第
４
回
自
衛
官
候
補
生

募
集
に
つ
い
て

　

世
界
の
恒
久
平
和
を
願
い
、
沖
縄
戦

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
対
象
と
し
、

沖
縄
県
に
あ
る
糸
満
市
摩
文
仁
平
和
祈

念
公
園
内
に
あ
る
「
平
和
の
礎
」
に
名

前
を
刻
む
も
の
で
す
。
要
件
を
満
た
す

戦
没
者
の
ご
遺
族
で
、
刻
銘
を
希
望
さ

れ
る
方
、
若
し
く
は
既
に
刻
銘
さ
れ
て

い
る
が
、
修
正
・
削
除
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
期
限
内
に
民
生
課
住
民
福
祉
係

担
当
者
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
刻
銘
対
象
者

　

米
軍
が
慶
良
間
諸
島
に
上
陸
し
た

１
９
４
５
年
３
月
26
日
か
ら
降
伏
文
書

に
調
印
し
た
同
年
９
月
７
日
ま
で
に
お

い
て
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
い
て
戦

没
死
さ
れ
た
方
。

■
刻
銘
方
法

　

・
戦
没
者
の
母
国
語
で
、
国
別
、
県

別
に
表
記

　

・
表
記
方
法
は
横
書
と
し
、
書
体
は

明
朝
体

□
設
置
者

　

沖
縄
県
（
担
当
部
署　

子
ど
も
生
活

福
祉
部
女
性
力
・
平
和
推
進
課
）

■
申
し
出
期
限
・
相
談
窓
口

　

令
和
４
年
12
月
９
日
㈮

問
　
民
生
課　

住
民
福
祉
係

　
　

☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
で
は
、

次
の
と
お
り
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

・
概
　
要
：
技
能
と
体
力
を
一
心
に
磨

く
任
期
制
自
衛
官

・
資
　
格
：
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
　
付
：
令
和
5
年
1
月
16
日
㈪
ま
で

・
試
験
日
：
令
和
5
年
1
月
20
日
㈮
～

1
月
22
日
㈰

問
　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　
　

長
野
事
務
所

　
　

☎
０
２
６
─

２
３
５
─

６
０
２
６
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栄村

横浜市栄区

武蔵村山市

姉妹都市・友好交流都市の交流
　11月５日㈯に神奈川県横浜市栄区において「第23回 栄区民まつり」、
その翌週の12日㈯、13日㈰には、東京都武蔵村山市内において「第15
回 村山デエダラまつり」がそれぞれ開催され、栄村として参加・出展
をしました。両まつりとも３年ぶりの開催となり、久々に栄村を離れて
の特産物PR・観光PR・スキー場のPRを行いました。
　横浜市栄区とは平成４年から小学生の相互訪問事業を始め、その後、
平成25年に「友好交流協定」を締結し、交流を深めてきました。武蔵
村山市とは平成２年から姉妹都市提携を行っており、現在でも観光まち
づくり協会でトマトジュースなど特産品の販売を行っています。今後も
交流事業・PR事業を重ね、両地域の発展に繋げていきたいと思います。

ポイント

りよだ健保
乳幼児期のスキンケア

　乳幼児の皮膚は、大人の２分の１
程度の厚さです。
　汗でしっとりしている印象です
が、皮脂の分泌量も保湿成分も少な
いので、乾燥しやすい特徴がありま
す。皮膚が乾燥してバリア機能が弱
くなると、汗やホコリなどの影響を
受けて皮膚トラブルを起こしやすく
なります。
　皮膚トラブルは、機嫌がわるくな
ったり、生活リズムが乱れたり、悪
循環に陥りやすいです。気づいたら、
迷わず皮膚科・小児科へ受診しまし
ょう。

☆たっぷりの泡で、やさしく洗う

☆泡が残らないよう、
　すすぐ

☆こすらず、軽く肌をおさえるように拭き取る

☆保湿ケア
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秋

通

山

隊
力

信

協

Vol.77

　

紅
葉
の
季
節
が
過
ぎ
て
、
い
つ
の
間

に
か
気
温
が
一
気
に
下
が
り
、
朝
晩
の

冷
え
込
み
も
段
々
と
増
し
て
き
ま
し
た

ね
。
苗
場
山
も
雪
で
白
く
染
ま
り
、
早

く
も
冬
の
訪
れ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
寒

さ
が
厳
し
い
季
節
が
間
も
な
く
迫
っ
て

い
ま
す
が
、
皆
様
は
元
気
で
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
常
駐
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
で
は
気
温
が
下
が
っ
て
い
く
に
つ

れ
て
、
暖
房
の
た
め
の
灯
油
の
販
売
や

配
達
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

作
業
現
場
へ
の
軽
油
配
達
と
は
違

い
、
灯
油
は
個
人
の
お
宅
へ
の
配
達
が

主
に
な
る
た
め
、
お
届
け
す
る
方
の
お

名
前
や
家
の
場
所
を
正
確
に
覚
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
な
か
な
か
大
変
で

す
が
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
更
に

深
め
る
に
は
良
い
機
会
な
の
で
、
頑
張

り
た
い
で
す
。

　

ご
好
評
を
頂
い
た
夏
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
販
売
に
代
わ
っ
て
、
寒
い
こ
れ
か

ら
の
季
節
に
は
温
か
い
飲
み
物
が
喜
ん

で
頂
け
る
の
で
は
と
考
え
、
ホ
ッ
ト
ド

リ
ン
ク
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

雪
が
降
り
始
め
た
ら
本
格
化
す
る
除

雪
作
業
の
合
間
の
一
休
み
に
、
温
か
い

ド
リ
ン
ク
を
利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　

今
年
は
去
年
ほ
ど
の
豪
雪
に
な
り
ま

せ
ん
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、
雪
で
白

く
染
ま
っ
た
秋
山
郷
を
見
る
の
が
楽
し

み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
気
温
が
下
が
っ
て

寒
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

も
体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
栄
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊 

砂
川 

界
）

�

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
通
信

★
親
子
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
開
催
　

　

11
月
３
日
㈭
栄
村
、
津
南
町
の
子
ど
も
た

ち
の
交
流
と
地
域
資
源
の
探
検
を
目
的
に
展

望
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。S
O
U
P

（
株
式
会
社
信
州
ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
初
の
試
み
で

し
た
が
11
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
は
令
和
３
年
度
に

開
削
し
た
前
倉
か
ら
鳥
甲
牧
場
を
経
由
し
旧

矢
櫃
村
へ
続
く
ル
ー
ト
。
当
日
は
秋
晴
れ
の

中
、
景
色
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
推
進
室

の
中
澤
専
門
員
か
ら
、
こ
の
地
域
独
特
の
植

物
や
樹
木
、
石
碑
な
ど
の
地
域
資
源
の
解
説

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
達
か
ら

は
「
こ
ん
な
場
所
は
知
ら
な
か
っ
た
。
ひ
で

さ
ん
（
中
澤
専
門
員
）
の
説
明
は
分
か
り
や

す
い
」
な
ど
の
声
が
響
き
ま
し
た
。
道
中
に

は
、
野
生
動
物
の
形
跡
が
多
数
あ
り
、
熊
の

排
泄
物
を
観
察
し
熊
が
何
を
食
べ
て
い
る
の

か
を
解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
排
泄
物
に

動
物
の
毛
が
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

子
ど
も
た
ち
が
い
て
「
ク
マ
は
動
物
の
肉
も

食
べ
る
ん
だ
ね
、
怖
い
な
ｌ
」
な
ど
の
声
も

あ
り
、
親
子
で
自
然
界
の
生
態
を
学
ぶ
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

★
ジ
オ
ガ
イ
ド
さ
ん
大
活
躍

　

11
月
8
～
10
日
に
か
け
て
第
2
回
目
と
な

る
審
査
（
現
地
調
査
）
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
の
審
査
か
ら
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の
活

動
を
振
り
返
り
、
課
題
点
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
形
で
現
地
を
巡
り
ま
し
た
。
な
か
で

も
ジ
オ
ガ
イ
ド
に
よ
る
熱
い
思
い
や
ガ
イ
ド

自
身
が
楽
し
く
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
案
内

を
す
る
姿
が
審
査
員
の
心
に
届
い
た
の
か
、

多
く
の
ス
ポ
ッ
ト
で
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
審
査
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
ガ
イ

ド
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
々
の
ガ
イ
ド
活
動
を
通
し
、
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
し
、
発
信
し
続
け
て
い
る
ジ
オ

ガ
イ
ド
さ
ん
。
皆
さ
ん
も
地
元
の
ガ
イ
ド
さ

ん
の
お
話
し
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
新
た

な
気
づ
き
や
視
点
を
得
ら
れ
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。
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　全国火災予防運動に合わせ、岳北消防署栄分署の
職員、栄村の消防団長さんに来ていただき、防火教
室を行いました。
　避難訓練の様子を見ていただいたり、紙芝居で火
遊びは危ないことを教えていただいたり、煙の中を
避難する方法を練習したり
しました。
　みんなが真剣な表情で参
加し、「お母さんに『スト
ーブやこたつに気をつけ
て！』って言うんだ。」と
話す子ども達でした。

　保育園で子ども達が一生懸命に育てた大根とかぶ
を、１１月１１日㈮に役場前で販売しました。
　大きな声で「いらっしゃませ」「ありがとうござ

いました。」と言いながら、
販売しました。
　たくさん売れて子ども達
もホクホク顔で保育園に戻
りました。来年もたくさん
収穫できるといいですね。

　整美委員会が中心となり、全校で育てたサツマイ
モで１１月８日㈫に焼き芋会を行いました。時折雨
の降る寒い日でしたが、地域の皆様も参加してくだ
さいました。コロナ禍のため思うような交流が出来
ませんでしたが、良い一時となりました。
　４月にサツマイモ畑を耕してくださった廣瀬忠一
さん、焼き芋用の薪を提供してくださった斎藤松太
郎さんにも感謝をして焼きたてのサツマイモをおい
しくいただきました。

　１１月９日、５・６年生は北陸方面へ一泊二日の
修学旅行へ出かけました。「白山と日本海を両側に
見る景色が新鮮でした。金箔貼りをしたり、金沢駅
の人混みの中を歩いたり、栄村ではできない体験が
できました」との感想が聞かれました。よい修学旅
行になりました。

子ども教育係

村の  未来は、教育から
『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

栄村教育委員会報
№７

発行：栄村教育委員会事務局

　第５回「みんなで学校を創ろう！」が１１月１０日に開催
されました。
　今回のワークショップでは「学校形態」について考え合
いましたが、「どれがいいかわからない」「かなり悩む」「難
しい」「とにかく小中は同じ校舎で」という意見をいただ
きました。
　次回は２月に本年度の総まとめとして実施します。

焼 き 芋 会（栄中）

ちいさな八百屋さん  北信保育園

5・6年生  北陸修学旅行！（栄小）

わからない・悩む・難しい…でも小中は同じ校舎で

北信保育園　防火教室
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　京都大学と奈良大学の学生さんの修士論文の題材
として、ひんごの遺跡の出土品が選ばれました！
　どんな研究成果が上がってくるのか楽しみです。

　ひんご遺跡敷石住居跡と仙当城の解説看板を新
設・更新しました。雪に埋もれてしまう文化財です
が、また来春お目にかかります。

12月を迎え、学校や

教育委員会関連施設も

冬仕度を完了しました。
村の  未来は、教育からいくつになっても、誰もが心豊かに、

生きがいを持って生活を紡いでほしい！

『自学共育』（自ら学び共に  育ち・歩みましょう！）

　今年度採択された、長野オーガニックエア（芸術家が地域に滞在し、創造活動を行う事業）。栄村には、温
泉を活用した天然染色「温泉染」を探究している「旅する服屋さんメイドイン」行橋智彦さんが来村すること
となり、村内の植物や温泉を活用した染色研究が進んでいます。
　１１月１5日には、村内の温泉を調査している小学校５年生との温泉染物交流を行いました。
　次回は真冬の２月下旬に来村予定。完成した作品は３月上旬に公開する予定です。期日が決まり次第お知ら
せいたします。

生涯学習係

●信越さかえのお宮とお寺　￥3,000
　（A4判　222頁　ハードカバー）
　村の集落には鎮守様が祭られ家内安全、
五穀豊穣が祈願されお祭りが行われてきま
した。時代時代の厳しい生活環境の中で村
の発展を心から祈念してきた先祖の足跡を
知ることができる内容になっています。

●栄村の石造文化財　￥3,500
　（A4判　284頁　ハードカバー）
　栄村内に点在する石造物93０
あまりを調査、写真に納めまし
た。栄村の精神文化史を知る上
で、貴重な資料といえます。

文化財看板設置／更新完了ひんごの土器が修士論文の題材に！

温泉染物屋さんがやってきた！

教育委員会発行書籍販売のお知らせ ～文化財編～

教育委員会発行の書籍を随時販売しています。詳しくは教育委員会事務局までお問い合わせください。
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希
少
な
水
草
、相
次
ぎ
発
見
！
希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
�

こ
う
し
た
希
少
種
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に

驚
く
と
と
も
に
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

急
激
に
数
を
減
ら
す
在
来
種
の
水
草

　

今
全
国
で
、
在
来
種
の
水
草
が
急
激
に

そ
の
数
を
減
ら
し
、
多
く
が
絶
滅
の
危
機

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
草
が
生
息
す

る
湿
地
や
池
沼
は
、
宅
地
開
発
や
圃
場
整

備
な
ど
に
よ
る
環
境
変
化
、
そ
し
て
農
薬

な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
い
場
所
で
す
。

そ
の
た
め
、
水
草
は
植
物
の
中
で
は
、
も

っ
と
も
急
激
に
数
を
減
ら
し
て
い
る
仲
間

で
す
。

　

今
秋
に
ホ
ソ
バ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
を
見
つ
け

た
溜
池
で
は
、
ほ
か
に
も
希
少
種
の
ホ
ソ

バ
ミ
ズ
ヒ
キ
モ
（
長
野
県
：
準
絶
滅
危
惧

種
）
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

在
来
種
の
ス
イ
レ
ン
で
あ
る
ヒ
ツ
ジ
グ
サ

も
可
憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

水
草
も
、
村
内
で
は
現
在
３
か
所
で
し
か

確
認
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
水
草
が
繁
茂
す
る
水
辺
は
、

魚
や
ト
ン
ボ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
、
多
様

　

今
年
秋
の
調
査
で
、
長
野
県
内
で
は
大

変
希
少
な
水
草
２
種
が
相
次
い
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
ホ
ソ
バ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
で
す
。

こ
の
水
草
は
、
北
海
道
や
長
野
県
以
北
の

北
日
本
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
環
境
省
で

は
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、
長
野
県
で
は
さ
ら
に

ラ
ン
ク
が
上
の
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
指
定

さ
れ
て
い
る
希
少
種
で
す
。

　

こ
の
水
草
は
、
人
家
近
く
に
あ
る
溜
池

で
偶
然
見
つ
か
り
ま
し
た
。
水
面
に
浮
か

ん
だ
ち
ぎ
れ
た
水
草
を
取
り
上
げ
て
み
た

と
こ
ろ
、
今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
水

草
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
村
内
で
は
、
多
く
の
池
沼
で

ヒ
ル
ム
シ
ロ
や
フ
ト
ヒ
ル
ム
シ
ロ
と
い
っ

た
水
面
に
楕
円
形
の
葉
（
浮
葉
）
を
浮
か

せ
る
水
草
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
今
回
見
つ
か
っ
た
水
草
は
、
浮
葉
が

な
く
、　

水
中
に
あ
る
葉
の
形
な
ど
か
ら
、

す
ぐ
に
そ
れ
ら
と
は
違
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
エ
ゾ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
（
エ

ゾ
ノ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
）
で
す
。
こ
ち
ら
は
別

の
集
落
近
く
で
、
道
路
脇
の
小
さ
な
溜

池
？
で
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
水
草
も
、
北
海
道
や
中
部
地
方
以

北
の
北
日
本
に
分
布
す
る
水
草
で
、
長
野

県
で
は
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
の
希
少
種
で

す
。
実
は
昨
年
秋
に
、
こ
の
溜
池
で
見
慣

れ
な
い
水
草
を
見
つ
け
気
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
今
年
も
秋
に
な
っ
て
こ
の
水

草
が
再
び
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
た
め
、
調
べ
て
み
た
の
で
す
。

　

エ
ゾ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
は
、
隣
の
新
潟
県
で

も
、
津
南
町
な
ど
わ
ず
か
数
か
所
で
し
か

確
認
さ
れ
て
い
な
い
希
少
種
で
す
。
古
く

か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
村
内
の
溜
池
に
、

な
生
き
物
に
そ
の
生
息
場
所
を
提
供
し
、

豊
か
で
多
様
な
生
態
系
を
作
り
出
し
て
い

ま
す
。

心
配
な
外
来
種
の
急
増

　

現
在
日
本
各
地
で
、
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
で
売
ら
れ
て
い
た
水
草
が
野
生
化

し
、
在
来
種
を
脅
か
し
た
り
環
境
悪
化
を

招
い
た
り
し
て
、
そ
の
駆
除
が
大
き
な
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
は
、
昔
か
ら
あ
っ
た
清
流
に

生
育
す
る
在
来
種
の
バ
イ
カ
モ
が
、
外
来

種
の
コ
カ
ナ
ダ
モ
の
侵
入
に
よ
っ
て
急
激

に
そ
の
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
村
内
で

も
千
曲
川
沿
い
に
、
そ
う
し
た
外
来
種
の

水
草
が
す
で
に
侵
入
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
売
ら
れ
る
オ

オ
カ
ナ
ダ
モ
や
コ
カ
ナ
ダ
モ
、
ボ
タ
ン
ウ

キ
ク
サ
な
ど
は
、日
本
の
環
境
に
適
応
し
、

猛
烈
な
繁
殖
力
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
環
境
省
の
生
態
系
被
害
防
止
外
来
種

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
絶
対
に
野
に

出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
在
来

種
が
豊
か
に
あ
る
水
辺
の
大
切

さ
を
認
識
し
な
が
ら
、
維
持
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

来
年
は
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
湿

地
や
池
沼
を
覗
い
て
見
ま
せ
ん

か
？
ま
だ
村
内
で
確
認
さ
れ
て

い
な
い
希
少
な
水
草
が
残
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・

涌
井
泰
二
） 

ホソバヒルムシロの水中葉。

エゾヒルムシロの水中葉。
ホソバヒルムシロに比べると葉が小さい。

ヒツジグサ。未の刻（午後1～３時頃）に
花が咲いて閉じ始める。

清流に咲くバイカモ。
梅に似た花を咲かせる。（津南町にて）



広 報 さ か え（19） 令和４年12月１日

10月火災・救助・救急出動件数

最高気温 28.5℃ 10月２日㈰

最低気温 2.3℃ 10月26日㈬

平均気温 13.2℃ 総 雨 量 69.5㎜

栄村の気象（10月）

世帯数 795世帯 前月比＋2
人　口 1,647人 －1
男 777人 －1
女 870人 0

出生 0
死亡 2
転入 6
転出 5

世帯と人口（11月１日現在） 10月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関
飯 山 市 1 2 121 飯山日赤� 3

津南病院� 1
そ の 他� 7
不 搬 送� 1
合　　計� 12
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 1 25

野沢温泉村 0 0 9

栄 村 1 0 9

管 轄 外 等 0 0 0

消火の確認　何回やっても　ファインプレー

12月の納税等
〇国民健康保険税　　　　〇介護保険料
〇後期高齢者医療保険料　〇村営住宅料
〇ケーブルテレビ使用料　〇教員住宅使用料
〇合併浄化槽使用料　　　〇保育料
〇農業集落排水処理使用料　〇簡易水道料
〇温泉使用料　　　　　　〇温泉休憩所使用料
〇学童保育料

生活カレンダー12月

※振替指定口座の残高を事前にご確認ください。

納期限は　１月４日㈬　です
口座振替日
　農協・郵便局　　　12月22日㈭
　八十二銀行・県信　12月26日㈪

子
ど
も
・
子
育
て

【
離
乳
食
フ
ォ
ロ
ー
教
室
】

日
時
：
７
日
㈬　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室 

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
14
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
15
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
20
日
㈫　

午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
乳
児
健
診
】

日
時
：
26
日
㈪　

午
前
10
時
半
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

行
事
・
そ
の
他

【
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
】

日
時
：
17
日
㈯　

午
前
８
時
半
か
ら

【
移
動
図
書
】

■
西
部
・
豊
栄
・
水
内

　

日
時
：
15
日
㈭

　
　
　
　

午
前
９
時
55
分
～
午
後
３
時
20
分

■
秋
山
・
東
部

　

日
時
：
16
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
15
分

■
東
京
都
武
蔵
村
山
市

　

む
さ
む
ら
E
K
I
D
E
N

　

日
時
：
11
日
㈰　

午
前
９
時
半
か
ら

〈登録方法〉
　右の二次元コードを読み取り、追加又は以下の
方法で登録してください。
①LINEアプリを開き、検索で「栄村」
　と入力
②LINEアプリを開き、「友だち追加」
　のID検索で＠sakaevillと入力

村の情報はLINEでも配信しています。
ぜひお友達登録をお願いします。



　令和４年10月の北信広域連合議会定例会において、令和３年度一般会計、特別会計決算が認定されました。
（※１万円未満四捨五入のため数値が一致しない場合があります。）

北信広域連合　決算報告

老人ホーム建設に関する報告

■歳入
・分担金及び負担金… 組織市町村（中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村）、北信保健衛生施設組合、

岳北広域行政組合及び岳南広域消防組合からの分担金及び負担金。

■歳出
・議会費…定例会（年２回開催）の経費。組織市町村議会から選任された議員23名で構成。
・総務費…広域連合の運営、公平委員会に関する事務等の経費。
・民生費…介護認定審査会、障害支援区分認定審査会及び入所判定委員会等の経費。
・衛生費… 病院群輪番制病院運営事業（休日・夜間における救急・緊急患者の医療確保のための補助金を交付する。）

の経費。

一般会計

諸収入
21万円（0.1％）
諸収入
21万円（0.1％）

分担金及び負担金
1億2,544万円
（77.3％）

分担金及び負担金
1億2,544万円
（77.3％）

歳 入
１億6,238
万円

財産収入
767万円
（4.7％）

繰入金
2,259万円
（13.9％）

繰越金
647万円（4.0％）

繰入金
2,259万円
（13.9％）

衛生費
3,389万円
（21.4％）

民生費
4,347万円
（27.4％）

民生費
4,347万円
（27.4％）

歳 出
１億5,840
万円

総務費
8,066万円
（51.0％）

総務費
8,066万円
（51.0％）

議会費
38 万円（0.2％）
議会費
38万円（0.2％）

発行／北信広域連合 令和4年12月発行  〒389-2101 長野県中野市大字豊津2508 中野市豊田支所内 TEL.0269-38-5050  FAX.0269-38-5051  Eメール： kouiki@hokusin.or.jp

vol.502022 冬号
ホームページアドレス
信越自然郷ホームページ

https://www.hokusin.or.jp/
https://shinetsu-shizenkyo.com/
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特 別 会 計

主 な 支 出

財 　 　 産（令和４年５月 31日現在）

■特別養護老人ホーム

■一般会計 ■特別養護老人ホーム会計

■養護老人ホーム会計

■養護老人ホーム

　当広域連合では、令和５年４月１日採用予定の会計年度任用職員採用試験を下記のとおり実施します。
　所定の試験申込書に必要事項を記入のうえ、受付期間内にお申込みください。
　年度中途採用も随時受付けていますので、お問い合わせください。

□受付期間：令和４年12月19日（月）～令和５年１月31日（火）
□職種・予定人員・受験資格等：受験案内によりご確認ください。
□試験方法・場所
　＊試験方法：面接試験
　＊期日・場所：令和５年２月11日（土・祝）建国記念の日　
　　　　　　　　中野市豊田支所２階　第１会議室
□申込・問い合せ先：受験案内及び試験申込書は、北信広域連合事務局及び各老人ホーム等にあります。
　　　　　　　　　　 また、北信広域連合のホームページ（https://www.hokusin.or.jp）からもダウンロードでき

ます。

　　　　　　　　　　〒389-2101 中野市大字豊津2508番地（中野市豊田支所内）
　　　　　　　　　　北信広域連合事務局　総務係　　TEL 0269-38-5050

望岳荘 いで湯の里 菜の花苑 ふるさと苑 てるさと
歳入 4億 13万円 3億 4,539 万円 3億 2,363 万円 3億 1,926 万円 3億 7,877 万円
歳出 3億 9,335 万円 3億 3,598 万円 3億 1,528 万円 3億 392万円 3億 6,693 万円

老人ホーム水路原状回復工事他 465万円
老人ホーム解体設計業務他 343万円
病院群輪番制病院運営事業 3,388 万円

望岳荘
居室エアコン更新工事
高圧受電設備改修工事

453万円
248万円

いで湯の里
昇降式介護浴槽購入
洗濯室電気設備改修工事

357万円
187万円

菜の花苑
業務用洗濯機購入
汚物除去機購入

164万円
86万円

ふるさと苑
エアコン更新工事
介護ベッド（３台）

402万円
52万円

てるさと エアーマットレス 11万円

てるさと
公用車購入
センサーマット

11万円
4万円

てるさと
歳入 1億 7,036 万円
歳出 1億 6,026 万円

北信広域連合　会計年度任用職員採用試験のお知らせ

建　　　　物 25,548.49㎡
基　　　　金 19億5,620万円



1職員の任免及び職員数に関する状況

3職員の勤務時間その他勤務条件の状況

4職員の分限及び懲戒処分の状況

6職員の研修及び勤務成績の評定の状況

7職員の福祉及び利益保護の状況

5職員の服務の状況

2職員の給与の状況

採用者数 退職者数
８人 １４人

勤務時間 休憩時間
８：30 ～17：15 12：00 ～13：00

新 規 取 得 1人
前年度から継続 ６人

分限処分者数 1人
懲戒処分者数 0人

研修名 内　　　　　容

主査研修 当広域連合の事業概要等を改めて学び、連合地域における役割及び施設運営等について理解を深める。

ラインケア研修 職場のメンタルヘルスについて、現場の管理職員等が所属職員の心の健康をケアする手法等を学び、職場環境の改善
を図る。

メンタルヘルス研修会 職員全員を対象。職場のメンタルヘルスについて、こころの健康づくりの研修を行うことにより精神的な不調を解消
し、職務の効率の向上を図る。

人権教育研修 人権への意識向上を高め、施設利用者への良質なサービスの提供を図る。

申請件数 ０件 承認件数 ０件

平均給料月額 平均年齢
280,000 円 42.1歳

試　験　区　分 初　　任　　給
短大卒業程度 163,100 円
高校卒業程度 150,600 円

職員数（A）
給与額（単位：千円） 1人当たり給与費

（B/A） 共済費
給料 職員手当 計（B）

172 人 577,766 289,109 866,875 5,040 千円 178,513千円

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
2,034,121千円 1,008,776 千円 49.6% 

部　　　　門
職員数

令和３年 令和４年
事務局 10人 10人
特別養護老人ホーム望岳荘 32人 34人
特別養護老人ホームいで湯の里 30人 28人
特別養護老人ホーム菜の花苑 27人 25人
特別養護老人ホームふるさと苑 27人 25人
老人ホームてるさと 44人 42人
合計 170人 164 人

北信広域連合人事行政の運営等の状況を公表します

⑴職員の採用及び退職の状況

⑴勤務時間（標準的なもの） ⑵育児休業（令和３年度）

⑴分限及び懲戒処分者数（令和３年度）

⑴職員研修の状況（令和３年度）

⑴職員の営利企業等従事制限に係る許可の状況（令和３年度）

⑶職員平均給料月額と平均年齢の状況（令和４年４月１日現在） ⑷初任給（令和４年４月１日現在）

⑵職員給与費の状況（普通会計及び特別会計の予算合計）（令和４年度予算）

　　・定期健康診断受診者数　168人　　・公務災害認定件数　０件　　・通勤災害認定件数　０件　（令和３年度）
　　・地方公務員法第42条の規定に基づき北信広域連合職員互助会を設置し、福利厚生事業、給付事業を実施。

◆令和３年度　北信広域連合公平委員会の業務状況
　（中野市・飯山市・山ノ内町・木島平村・野沢温泉村・栄村・北信保健衛生施設組合・岳北広域行政組合・岳南広域消防組合・北信広域連合）
　　１　勤務条件に関する措置要求の状況  ⑴件数　０件
　　２　不利益処分に関する審査請求状況 ⑴件数　１件（令和３年５月１日受理）　
 　　　　令和３年12月８日判定　却下

⑴人件費の状況（普通会計及び特別会計の決算合計）
（令和３年度決算）

⑵部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）  採用者数はR4.4.1の採用者数であり、退職者数はR3.4.1～ R4..3.31
の退職者数です。

（注）利用者のサービス向上のため、早出・遅出・夜勤等細かなシフトがあります。

（注）職員手当には、退職手当を含みません。給与費は当初予算に計上された額です。

（注） 職員数は一般職に属する職員であり、市町村からの派遣職員及び地方公
務員の身分を持つ休職者などを含みます。会計年度任用職員は除きます。



北信広域管内 穴場観光スポット　　 ※各市町村を順次ご紹介しています。山ノ内町

施設の様子を紹介します

乗廻の四本杉（提供：山ノ内町役場）

乗廻の四本杉
　乗廻地区にある諏訪社の参道入り口両側
に２本ずつ、計４本の杉の大木がそびえたっ
ており、推定樹齢350年で町内で最も大き
い杉とされています。４本とも樹勢がよく、
町の天然記念物に指定されています。
道路からは見えないところに立っており、

うっそうと茂った枝葉の隙間から光が差し
込む様は、神秘的で幻想的な雰囲気が漂う、
隠れた注目スポットです。近くには岩に不
動明王が浮き彫りにされた「磨

ま

崖
がい

不動尊」
もあり、冬の里山の暮らしと信仰を偲んで
みるのはいかがでしょうか。
　　お問合せ先：山ノ内町観光商工課
　　　　　　　　TEL 0269-33-1107

　令和４年８月30日、夏の風物詩スイカ割り大会を行いました。
今回のスイカは皮が厚くなかなか割れませんでしたが、掛け声
やスイカのほのかな香りに包まれました。

　令和４年10月20日にさつま芋の収穫をしました。大きな芋を
掘り当てる度に、歓声を上げながら楽し気な表情を浮かべて芋
掘りを楽しんでおられました。11月に焼き芋喫茶を行い、秋の
味覚を味わっていただきます。

　令和４年９月９日に望岳荘敬老祝賀式を開催しました。本年
度は、百歳を迎えられた方が５名、米寿を迎えられた方が３名
と大勢の皆様をお祝いしました。

　令和４年９月７日、野沢温泉中学校の生徒さんが竹の子狩り
で採った、根曲がり竹の缶詰（10缶）をいただきました。温か
な思いの贈り物に感謝です。

　令和４年９月21日に城北中学校環境委員会の皆さんがプラン
ター植えの花を14個寄贈してくださいました。生徒の皆さんの
丹精込めて育ててくれた様子に思いを馳せ、花を眺めながら秋の
訪れを感じました。

　北信広域連合では、現在５か所の老人ホーム
（養護老人ホーム、特別養護老人ホーム）を運営
しています。
　利用者の皆さんが安心して楽しく生活できる
よう、様々な行事を地域の皆様のご協力をいた
だきながら行っています。

いで湯
の里

ふるさと
苑

菜の花
苑

てるさと

望岳荘
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